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論 文 内 容 要 旨
本論文 の目的は、富の本来的性格 の変容 とい う視角か ら、資本制経済 システムの本質を解明する
ことにある。それは、直接的には、第2部 における 「富の資本制的特質」の解明 として行なわれる。
その前提 をなす富の概念規定に関する考察、 および 「富の資本制的特質」を析出す るための基準 と
なるところの 「富の本来的性格」に関する考察が、第1部 の課題である。
第1部 においては、富が精神的かっ物質的な豊か さを総称す る概念 として、また、客体である素
材が主体 との関係において豊かさを現実化するところの関係性概念 として考察されている。いま少
し言及すれば、人間生活の豊かさを規定す る2っ の素材である時間 と生産物 は、潜勢的な富にす ぎ
ず、それ らが実際に人間生活に資するよ うに利用 された時 には じめて、それ らは現実的富 に転成す
るということである。その検討 は、同時に富 の本来的性格を検討す ることで もある。なぜな ら、潜
勢的富を現実化す る契機 とは、 それ ら素材の人間生活 にたいす る本来的な役立 ちにほかな らないか
らである。
しか し、その本来的な役立ちを客観的に定立するためには、豊か さとい う概念を、個 々人 の主観
的な次元においてではな く本来的な生活 のあ り方 という客観的な次元 において、それを規定す る主
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体的かっ客体的な条件 として具体化する必要がある。 この点 に関す る検討が、第1章 「生産 と労働」
と第2章 「生活 と享受」の課題 であ る。
第1章 で は、人間労働の特質 であ る労働の目的意識性を掘 り下げ、 目的意識性 とは、目的および
方法にたい して主体が単に自覚的であることを意味するものではな く、人間の生存条件で ある自然
にたいす る主体の透徹 した認識 と、人間関係 を含む社会にたいす る深い認識を意味するものである
ことを明 らかにす る。 ここか ら、人間労働の最大の特質が、 自然 と社会を認識す る知的認識力にあ
ることと、知的認識力の洗練のされ方によって、直接的には生産のあ り方が、 そ して間接的には生
活のあり方が規定 されることを導出 している。
っいで第2章 では、第1に 、生活過程 における使用価値 の実現を左右す る主体的条件が、少量 の
使用価値か らで も多面的な価値 を引き出す ことが可能 な享受能力にあることを明 らかにし、そこか
ら、享受能力の洗練のされ方によって生活のあり方が直接的に、また生産のあり方が間接的に規定
されることを導出 している。そ して第2に 、構想労働 に着 目すれば、労働 と生活 と文化 との間には
本来的な一体性がみ られ ることを明 らかに し、そこか ら享受能力のみな らず知的労働能力 もまた、
広義の生活過程 を通 じて生産 され るとい うことを導出 している。後者によって、 これまで生産物 の
単なる消尽の過程 と して しか性格規定 されてこなか った、生活過程 の創造的役割が明 らかにされ る
のである。 そこか らまた、生産 の本義が生産物の生産過程で はな く、生活の生産過程 にあることを
導出することができるのである。
このように、生活の豊 かさである富を規定す る主体的条件が明 らかにされることによって、同時
にその客体的条件 もまた推論可能になる。なぜな ら、生産物および時間とい う素材が、富の主体的
条件の創出に資す るよ うに利用 される時、それ らは本来的な役立ちを発揮 しているとみなす ことが
できるか らである。以上を踏まえて、生産物 および時間 という潜勢的富が現実化す る関係 を考察す
るのが、第3章 「生産物の分配」 と第4章 「時間の分配」である。
第3章 では、第1に 、総生産物の本来的用途 という観点か ら、生活財源 ・生産財源 ・保険財源そ
れぞれの本来的役割を明 らか にし、 それを踏 まえて第2に 、資本制経済 システムにおける、生産財
源に偏重 した総生産物の分配 は、生産物分配 の本来的性格 を無視 した分配であり、それによっては
生活過程の創造性が高あ られないことを明 らかに し、第3に 、生活財源 の分配につ いて立 ち入 った
検討を加えている。すなわち、生産物の生産が時間 と空間を超 えた協同連関の賜物であることを考
慮すれば、当事者の遂行労働量を基準に した生活財源 の分配は、決 して本来的な分配 とはいえない
ということである。
第4章 では、 まず第1に 、有形無形の生産物を均衡的に生産す るための労働配分 に即 して、生産
物の再生産 コス トが規定 され る関係 にあることを明 らかに し、っいで第2に 、生産物 の再生産 コス
トをその一部 として包摂す ることので きるような、生活の再生産 コス トについて検討を加えている。
それは、従来の生産物に偏 したコス ト論を現代的に蘇生させ る試みで もある。そこでは特 に、 自然
を再生産す るために必要 な追加労働 と、少 しも生産物の生産 に結実 しないとはいえ、人間関係を形
成するために必要な無償労働 との2点 に絞 って、生活を再生産す るための コス トが論及 されている。
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最後に第3と して、非労働時間 としての自由時間について、それが生活の精神的豊か さを規定す る
物的条件であるという視角か ら検討を加えている。具体的 には、可処分時間の形成 と分配 ・自由時
間 と余暇時間との相違 ・自由時間 と労働時間の相関性などにっいてである。そ して結論 としては、
素材 としての時間が、個々人の自由時間を増大 させるように分配され る時、それ らは真の富へ転成
するということが導出されている。
第2部 では、簡単にいえば、「富の本来的性格」が資本 によ って変容 され ることが考察 されてい
る。 そこで はまずは じめに、資本関係がよ り基底的な価値関係 として、すなわちモノとサーヴィス
とを商品価値 に還元する量的関係 として掘 り下 げて考察す る。なぜな ら、価値差額 を収益 とす る資
本の運動が成立するためには、生活を再生産するための使用価値の世界が、商品価値が支配的な量
的世界 によって浸透 され変容され ることを前提 に しているか らである。いいかえれば、そのよ うな
量的価値観が、資本の担い手 だけでな く労働の担 い手を も捉 える時には じめて、近代資本制経済 シ
ステムもまた完成す ることになるか らである。 それを、商品価値 ・量 ・収益 を基軸 とす る資本世界
が、使用価値 ・質 ・友愛を基軸 とす る生活世界を侵食するとして表現 している。
以上を除 けば、第5章 「資本の生成」における考察の中心 は、差益 の源である剰余価値を概念化
す ることにある。すでに、生産の成果である生産物 と時間は、本来であれば、豊かな生活を実現す
るように分配 されることが明 らかにされた。 そ して生産物 と時間が本来的に分配 され るとすれば、
資本収益 と しての剰余価値が存在す る余地がないことも明 らかである。 したが って、剰余価値が生
成するたあには、生産 目的の設定 に始 まり成果分配を もって終 る過程の全体 が、資本原理の もとに
包摂 されることが条件 となるのである。 それを具体的に表現すれば、生産 目的の設定権、労働の編
成権、成果の分配権が資本によって掌握 されることである。 しか し、資本によるそれ ら3権 の掌握
といって も、それは生産における何 らかの実体的な関係 に根 ざす ものではな く、あ くまで も外面 的
な関係にす ぎない。 その基礎 は、資本関係 というものが、労働力の擬制的商品化 を基礎 にするとこ
ろの、擬制的な商品交換関係 にほかな らないとい うことにある。
第6章 「資本の作用」では、生活 ・労働 ・生産 という人間存在にとって最 も基礎的な過程 におい
て、その本来的な性格が資本 によって変容 させ られ ることが考察 され る。その第1は 、時間の変容
である。簡単 にいえば、時間の分配権を掌握 した資本 によ って、可処分時間 のすべてが労働時間に
振 り向け られ るか、 あるいは、労働者にとっては不 自由な自由時間(失 業時間)に 転化 されること
によって、時間の本来的性格が変容させ られるということである。第2は 、生産物の変容である。
簡単にいえば、生産物の分配権 を掌握 した資本によって、本来的な使用価値 は擬制化 され、総生産
物の分配 も生活のためではな く収益極大化のために行 なわれ るとい うことである。第3は 、労働 の
変容である。資本 は労働の編成権を利用 して、労働者の主体的意識性を解体 し、労働過程 を収益原
理のもとに包摂 するとはいえ、それは同時に、労働意識の生産過程か らの遊離 という事態を伴 うこ
とにな る。そこで、労働意識 を生産過程 に吸着するための方策が試 み られ、労働 は稼得手段である
という観念を定着 させ、剰余価値の生産が労働者の利益でもあるという意識を喚起す ることになる。
このように労働意識が変容 させ られる結果、個々人の主体的な生活過程 もまた、大量 に生産 された
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商品を消費するだけの過程へ と変容 されちれるのである。
しか し以上 の変容は、あ くまで も、資本の運動が一方的に作用する場合の傾向にすぎず、実際の
その発現 は、資本 に対抗する文化や経済によって変容 されることになる。つまり、生活か ら生産に
至る本来的な性格 の資本制的な変容 は、資本世界に対抗する生活世界の成熟度によって大 き く異な
ることになるのである。資本主義の国民的相貌の差異 とは、まさにこの点を反映 しているのである。
第7章 「資本の配分」では、社会的総労働の配分が 「資本の配分」 という姿態 を取 ることか ら生
じる変容 のい くつかにっいて検討を加えている。第1は 、使用価値の均衡的生産 を基準 に配分 され
るべき社会的総労働が、資本の価値増殖率を基準 に配分 され ることによ って、使用価値の不均衡的
生産が招来 され るとい うことである。第2は 、土地 自然を生産過程 に動因することが、価値増殖に
抵触 しない範囲に限定 される結果、 自然の再生産財源と して使用 され るべ き生産物部分が地代 とし
て私的に所有 され、結果的に本来的役割を果たさない とい うことである。第3は 、本来、延長 され
た生産過程 の担い手である商業が、資本制的に営まれる結果、産業を侵食す る対向勢力へ と変質す
るということである。第4は 、相互扶助に由来す る信用関係が、資本 によって包摂 されることによ
り、産業を支配する道具へと変質す るとい うことである。
最後に 「結び」では、「資本 の世界」 によ る 「生活の世界」 への浸透 と支配 という、 これまでの
近代社会 における歴史的趨勢 の変容 にっいて触れている。すなわち、近時の自然破壊 などを契機 に
して、生活世界が資本制市場原理に対抗す る文化 および経済 という姿態 を取 って復位 しつつあると
いうことである。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、「近代資本制経済 システムの歴史的特殊性」を、就中富の考察を通 して解明すること
を課題 としている。本論文 の構成 は、第一部 「富の本来的性質」、第二部 「富の資本制的特質」か
ら成 り、前者か ら後者への転変、転倒的変容 の論理的プロセス、あるいは両者の関連を重層的に提
示す ることを狙 いとしている。
まず、「富 の本来的性質」にっ いては、その概念的把握が以下のよ うな理論的道筋 において展開
されている。人間 自然(労 働力)は 土地 自然(自 然素材)に 働 きかけて労働生産物を生産す るが、
そのさい、かれに求 められ る労働能力は、 自然 と社会を的確に認識 し、人間に相応 しい生活の在 り
方 と生産 の仕方 に関 して最良 の選択をする能力である。 かか る意味での知 的能力 は、潜勢的使用価
値 を多様 に使用 してこれに現実性 を与 える享受能力 と共 に、いわば人間生活の豊か さを規定する主
体的要因で ある。従来説 は、豊かさを物的財貨 にのみ即 して一面 的に考察 して きた傾 きがあるが、
こうした客体を享受す る主体的能力に も着 目すべ きである。 そもそ も富 とは、客体的であると共に
主体的で もあるような関係性 において発現す る。
ところで、主客 の関係性 において現実化 される富 は、実際には、生産物 と時間 との配分の仕方に
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規定的に制約 される。総生産物 は生活財源、生産財源、保険財源に配分 され るが、 この うち個人的
消費分 となる生活手段の分配 の基準にっいて は、 これを個別的な遂行労働量 とす ることには多 くの
難点があり、労働の協働連関性 とい う実体か らしても、すべての社会構成員の生活 を等 しく維持再
生産す るような仕方でなされ るべきである。っまり、総生産物の生産財源への偏重的配分を抑制 し、
人間の生活や人間 もその一部である自然 の再生産に資するよ うな配分がなされた ときに、それ は富
として現実化する。 また、時間の配分にっいて いえば、社会が必要 とする使用価値の質 と量、その
生産に要する労働時間、精神的要求 を満 たすべ き自由時間、 この三者間のバ ランスが問題 となる。
そこでは、個別的な生産 コス トの観点だけでな く、将来の コス トの回避、社会的生産 ・生活手段 の
生産や再生産、家事労働等の生活維持活動等、を視野 にいれなければな らない。労働 の生産力の発
展 は、使用価値量の増大 と可処分時間=自 由時間とを同時 にもたらしうるが、後者を何にどう配分
するかが肝要な問題である。可処分時間 は、知的で、生活を享受す る能力を備 えた社会の構成員す
べてにとって増大す る自由時間として顕現するよ うに配分 されたとき、それは真 の富 に転化す ると
いえ る。
第二部 「富の資本制的特質」では、如上 のように、生産物 と時間 という二っの素材 に付与 され る
社会的規定 としての富が、資本制経済 システムの生成 ・展開の もとで被 る、転倒的態様が論 じられ
る。そこでは、一切のモノが価値 ・価格関係の うちに包摂 されることによ って量化 され、 したが っ
て、使用価値 ・質 ・友愛 の世界 と商品価値 ・量 ・収益の世界 とが相克的に併存す る。資本 と労働 と
の交換関係が商品の交換関係 として擬制 され ることによって、生産 目的の決定権、労働 の編成権、
成果の分配権を資本が掌握す る。労働生産力の発展 の成果である可処分時間 は、剰余価値 の生産 に
充当 され、素材的な富である総生産物 はやは り剰余価値 の極大化 という基準か ら分配 され、「生産
のための生産」 という悪循環が始 まることになる。 これに伴 い、労働意識 も、各種 の変容 にさらさ
れる。構想労働 と実行労働の分離、労働主体の消費主体への転換、生活過程の資本 の運動への包摂
化、等々。 さらに、産業利潤、地代、商業利潤、利子等、剰余価値の転化形態 も、本源的には、す
べての社会的生産 に共通する機能 を基礎に しているのであるが、 ここで もその役割 は資本制的 に規
制 され ることになる。
とはいえ、資本制的な大量生産 システム、市場原理 は、その限界を露呈 しっっあ り、労働力の擬
制商品化の綻 びを契機 に、再 び生活世界を取 り戻 し、利潤原理 に対抗する文化 と経済の始動 も始まっ
ている、 と著者 は結んでいる。
本論文の主要な独 自性、 したが ってその学的貢献 は、以下 のような諸点 にあると考え られ る。
第一 に、経済学の対象領域を、資本が包摂す る物 的生産の世界に局限することな く、人間生活の
場を も組 み入れた、よ り包括的な相 において設定 し、方法論上興味深 い理論体系の構築 を模索 して
いること。




第三に、生産物 と時間という二契機 のうちに、富 の潜勢的な素材を見い出 し、 これ と富の現実化
とを峻別 した上で、前者か ら後者への転成 のためには、 この二契機の公正 な分配が必須 の条件 とな
る、 とす る重層的な富の構造 を提示 していること。等々である。
他方で、第二部 「富の資本制的特質」の若干の立論、例えば 「資本の配分」のそれには、 まだ詰
めるべき諸論点を残 してお り、今後の補 ・加筆が必要であると思われ るが、 それ らは概 して、本論
文の主題 に照 らして著者の積極的主張がやや希薄な部分 に散見されるものであり、 これ によって上
記の貢献が多分 に損なわれているわけではない、 と考 え られ る。
以上 により、本論文 は博士論文(経 済学)と して 「合格」 と判断す る。
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